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令和元年度第２回「千葉市農政推進協議会」議事録 

 

 

１ 日  時  令和元年１１月２５日（月） 

午後２時００分から午後３時１０分 

 

２ 場  所  千葉中央コミュニティセンター８階 千鳥・海鴎 

 

３ 出 席 者   

委 員：１３名 

藤代武治会長 伊藤和彦副会長 

伊原茂久委員 鈴木武夫委員 大塚不二男委員  

加藤裕市委員 石出博子委員 斎藤昌雄委員 

田中幸男委員 髙橋義男委員 小川五郎兵衛委員 

実川文子委員 今井由紀子委員 

 

事務局：１２名 

農政部長（松浦）  農政センター所長（高須）  

農政課長（石出）  農地活用推進課長（岡本）  

農業生産振興課長（圓城寺） 

農業経営支援課担い手育成班主査（金子） 

担い手育成班（石井） 

農地活用推進課農地保全班主査（原田） 

農地保全班（中澤） 農政課長補佐（中坂） 

企画班主査（大谷） 企画班（石川）  

 

４ 議  題 

 

（１）（仮称）千葉市農林業成長アクションプランの素案について 

（２）千葉市農業振興地域整備計画の全体見直しの進捗状況につ 

いて（報告） 

（３） 農用地区域の変更に係る追跡調査について（報告） 

（４） 農業経営改善計画について 

 

 

５ 議事概要 

（１）  事務局から（仮称）千葉市農林業成長アクションプランの

素案について説明し、了承を得た。 
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（２）  事務局から千葉市農業振興地域整備計画の全体見直しの進 

捗状況について報告した。 

（３）  事務局から農用地区域の変更に係る追跡調査について報告

した。 

（４）  事務局から農業経営改善計画について説明し、了承を得た。 

 

６ 会議経過 

会議は、農政課課長補佐の司会進行により行われ、開会に先立っ

て、委員１３名の出席を得ているため、千葉市農政推進協議会設置

条例第５条第２項の規定に基づき、会議が成立している旨が告げら

れた。 

続いて、議題１から３については、個人情報等が含まれていない

ため、会議は公開、議事録は公表され、議題４については、個人情

報が含まれているため、会議は非公開、議事録は非公表とする旨が

告げられ、藤代会長および農政部長が挨拶を行った。 

続いて、開会宣言が行われ、藤代会長から、大塚不二男委員と加

藤裕市委員の２名が議事録署名人として指名された。 

  

 

議題１ （仮称）千葉市農林業成長アクションプランの素案につい

て 

 

事務局(農政課 大谷主査)が、（仮称）千葉市農林業成長アクシ

ョンプランの素案について説明を行った。 

続いて、以下の質疑応答があった。 

 

【小川委員】 

 「食のブランド化」について、千葉のコシヒカリも大々的にやっ

てもらえればと。 

【石出課長】 

 お国自慢の農産物がたくさんあると思います。自分の米、自分の

野菜というのは、皆さんプライドを持って作ってらっしゃるので、

どれが良い、どれが悪いと言えないところが難しいところで、現在

農業者、事業者、サービスする商業者と共に、千葉市でどうやって

千葉市を周知して千葉市の農産物や土産品を周知していこうかとい

うのを検討を重ねております。その中で、こだわりなり千葉市の文

化なり、そういった人に訴えかけるようなそういったものを拾って

いく必要があろうかなというところにだんだん行き着いております。
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その中で、小川さんのコメントにしても、せっかくなのでぜひ我々

に教えていただいて、活用できたらなと考えております。いろいろ

な情報をお聞かせください。 

【小川委員】 

 新潟の魚沼産コシヒカリというのは、全国的に知れ渡っているじ

ゃないですか。やっぱり宣伝力で推し進めた結果じゃないかと思い

ますよ。 

【石出課長】 

 市内皆さん自慢のお米がありますので、それぞれ特徴づけてプロ

モーションできたらいいなと思っております。 

【加藤委員】 

企業の参入ということで、大規模化していくところも増えるし、

販売金額も伸びるし、面積も拡大するんじゃないかという、良いこ

とばかりが載っていますけれど、逆に欠点も出てくると思うんです

よね。例えば、大きくなればなるほど、今回の台風みたいな時には

一気に災害の被害をまともに受けるんですよね。良いことばかりじ

ゃないような気がするんですけど、その辺は市としてどう考えてい

るんですか。 

【石出課長】 

 前回の推進協でも、田中委員さんから注意しなよと言われていた

のが、企業が入ってきて雇用の奪い合いというか、今まで自分たち

が雇っていた雇用が企業に流れて行ってしまうとか、今までに増し

て雇用の確保が難しくなってきたり、あるいは企業といってもどれ

だけ信用性のある企業が来るのか、１、２年してさあ利益が合わな

いので、いなくなってしまう。その土地が手付かずの状態になって

しまう、そういう懸念があるので、企業参入については注意してい

くということで、我々も地域への理解というものを踏まえた上で企

業さんには入ってきてください、というようにしているところなん

ですが、災害に関しては、企業たる故にそういうリスクヘッジとい

うか、こういうリスクにはこういうことをするというところまで、

考えて来ている企業が多くあります。新しく高額な施設を建てるが

ために、きちんと保険に入っていたり、そういう状況になっていま

すので、その点についてもしっかり説明して理解してもらう必要が

あるのかなと。なんでも行政に頼られては逆に困りますよ、という

意味も含めて、きちんと自分の身は自分の身で守れるような経営で

入って来てください、というようなことを言おうと考えております。 

 

続いて、藤代会長が議事に諮り、反対意見なく了承された。 
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議題２ 千葉市農業振興地域整備計画の全体見直しの進捗状況に

ついて（報告） 

事務局(農地活用推進課 農地保全班原田主査)が、千葉市農業振

興地域整備計画の全体見直しの進捗状況について、報告を行った。 

続いて、以下の質疑応答があった。 

 

【加藤委員】 

 耕作不適地や点在小規模農用地は、除外になったら宅地並み課税

になるのですか。 

【原田主査】 

 農用地から除外されても、農業振興地域内にある農地には変わり

ありませんので。 

【加藤委員】 

 農地の課税になると。 

【藤代会長】 

 今回除外されるのが耕作不適地１７０筆とありますが、これはど

のような場所ですか。農業振興地域にそぐわないから除外と？ 

【原田主査】 

 傾斜地とか、明らかに山林原野化してしまっているのが確認され

たような土地です。 

【藤代会長】 

 私の方で申し訳ないけれども、農用地の中に大規模な流通倉庫が

出来たわけですよ。そういうところは、大規模な流通倉庫が建設さ

れますと、周辺の農地が農用地としての役割がないと思うのですけ

れども。そういう場所の農用地の除外というのは今回考えていない

のですか。 

【岡本課長】 

 今回外れているようなものは、極めて小さくて、そして断片的に

存在しているようなものでして、流通業務施設の部分で外しても、

一点のみで判断するのではなく全体のつながり等を見て判断するこ

とになりますから、流通業務施設が建ったこと、すなわちそれが除

外に該当するということにはなりません。 

【藤代会長】 

 実際、千葉市全体を見ましても、この場所がなぜ農用地かなとい

う土地が結構あるんですよね。そういうところは、今回別に除外で

はないんですか。 
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【岡本課長】 

 流通業務施設ができたことによる除外というものは、それが直接

の理由になったものは今回該当ないと思われます。 

 

 

議題３ 農用地区域の変更に係る追跡調査について（報告） 

事務局(農地活用推進課 農地保全班原田主査)が、農用地区域の

変更に係る追跡調査について報告を行い、質疑はなかった。 

 

議題４に係る会議経過については、千葉市情報公開条例第７条第

２号に規定する情報（個人情報）が含まれているため、公表してお

りません 

 

 

問い合わせ先 

            千葉市経済農政局農政部農政課 

             電話０４３－２４５－５７５７ 


